








































































































































































































































日 本 学 学 生
企画セミナー 「｢聴き耳｣ を問う―他
ひ
人
と
の ｢話｣ に耳を傾ける学問のために」報告（三浦詩織）
129
いただき、貴重なお話をお聞かせくださった重信氏に心からの感謝を申し上げ、結びとし
たい。
注
１）余談だが、以前別の枠で本学にお招きした、大月隆寛氏と高木史人氏を、重信氏は自身とと
もに「日本民俗学の隠れたる「おはなし」学派」と称した。大月・高木両氏のセミナーについ
ては、黛友明「“民俗学的知性”とは何か―大月隆寛さんをお招きして」、および、三浦詩織・
山口良太「「メディア」としての私たち―方言研究と昔話研究を手がかりに」（いずれも『文化
／批評 cultures／critiques』臨時増刊号（2012年）所収）を参照のこと。
２）柳田国男「言文の距離」（『柳田國男全集』第23巻、筑摩書房、2006（初出1909）年）参照。
３）民主主義科学者協会の思想史研究会から派生する形で、1952年に結成された組織。現代に
おいて、民話を発展的に継承するべく、当時の著名な知識人たちによって活発な議論が行われ
たが、1960年に休会する。
４）北部九州の炭鉱地帯を拠点としながら、九州全体のサークルを「村」として連帯させるとい
うコンセプトで展開した運動。機関誌『サークル村』は1958年から61年まで刊行された。
５）土佐・檮原村の橋下に住む盲目の老人「土佐源氏」が、自らの一生を語るという形式で綴ら
れている。後に、民俗学の名著として名高い『忘れられた日本人』（1960年）に収録されるが、
「土佐源氏」の身分や境遇に実際と異なる点があることから、聞き書きではなく、宮本の創作
であるという批判がなされている（井出幸男「『土佐源氏』の成立」（柳田国男研究会編『柳田
国男・民俗の記述』2000年、岩田書院）参照）。
６）水俣病患者の一人称の語りを中心に構成されている作品。後に、大幅に加筆・修正され、『苦
海浄土』（初出1969年）に収録される。
７）『新修福岡市史特別編　福の民―暮らしのなかに技がある』（2010年、福岡市）参照。
８）基本的には「編集」と同様、肉声による「おはなし」を文字として表現する際の加工作業を
指すが、重信氏は、声から文字へという、異なるメディアを横断するコントラストを明示する
ために、この語を用いているという。
 （みうら　しおり　大阪大学大学院文学研究科博士前期課程）
